


毎草と海藻

野山に草木が茂るように、海にもた     本州北部太平洋沿岸  本州中部太平洋沿岸
くさんの植物が茂っています。花をつ

ける海生植物を「海草」、花をつけない

海生植物を「海藻」といいます。海草の

代表はアマモですが、海藻は葉の色に

よって緑藻、褐藻および紅藻に分けら

れます。

海草や海藻が生えている深さは、大

体30メ ートルより浅いところが多いの

ですが、光の強さの好みや乾燥に対す

る抵抗力などの違いによって、種類月1

のすみ分けがみられます。

南北に長い日本列島では、気候や海

流の影響で生育している海草・藻の種

類が地方によって違います。寒い海に

は褐藻が、暖かい海には緑藻が多くな

る傾向があり、海生植物分布の様子か

らみますと、日本列島のまわりの海は、

寒海、温海および暖海に大別できます。

表紙の写真

4メ ートル以上のアカモクが繁

茂した瀬戸内海のガラモ場。

メバルの稚魚がたくさんみられ

ます。

藻

海草や海藻が群落を作って生育しているところを「藻場」といいます。アマモが生育して

いるところをアマモ場、ホンダワラ類が生育しているところをガラモ場といいます。アラメ、

カジメ、コンフなどが生育しているところを、ここではケルプ場と呼ぶことにします。

ガラモ場

ホンダワラ類は全長 5メ ー トルを越

えるものもあり、気泡で水中に立ち上

がっています。多くは多年生で北海道

を除く日本沿岸の岩礁地帯に広 く分布

しています。春～秋に特別の小枝が伸

びて卵と精子をつくり、受精 した卵が

母藻を離れ、岩に着生して育ちます。

ケルプ場

コンブは東北から北海道の寒海

に、アラメ、カジメは東北以南の

温海に分布 しています。いずれも

夏～秋に成熟 し、無数の泳 ぐ胞子

を放出します。胞子は岩に着生 し

発芽 して微小な糸状体 となり、そ

れに精子と卵がて`き、 受本青lJΠ が発

育 して大型の葉体になります。コ

ンフは 2年以上アラメ、カジメは

5～ 6年生 きます。

海藻分布からみた日本列島周辺の海域区分



アマモ場

アマモは株分れと実/1(種子から育つこと)と の両方で増えます。新月1は秋から

伸び政台め、占くなった葉からllれ落ちる ^方で、新 しい葉を仲ばしながら冬～本に

成長し、春に花を咲かせます。その後は衰退期に入り、夏にはまとまってlliれ ます。



藻場の Iまたらきと漁業資源

ガラモ場 アマモ場  ケルプ場

藻場と饂生物と魚

藻場は、波や流れが弱く、隠れ

場になる物陰があり、葉面に着生

したり葉間を泳 ぐ小動物がたくさ

んいるのQ魚 介類の幼稚仔にとっ
ては絶好の生育場になっています。

藻場で育った魚介類は、大きく

なると沖の漁場へ移動し、漁獲対

象になります。
流れ藻

餌 生 物

ニッポ ンモバ ヨコエビ >
約 15ミ リメートル

藻場をつくっている海草

・藻の葉面には、たくさん

の付着珪藻や小動物が着生

しています。主な着生動物

は、ヨコエビやワレカラな

どの甲殻類、小型の二枚貝

と巻貝およびゴカイの仲間

です。また、アマモやガラ

モの葉間には、小型のアミ

類がたくさんみられます。

これらの小動物は、いず

れも有用魚介類の優れた餌

になります。

く トゲ ワレカラ

約 17ミ リメートル(オス)

約 0ミ リメートル (メ ス)

ツガル ワレカラ (オ ス)レ

約 5ミ リメートル



毎草・藻Iま海の牧草

コンブやアラメ、カジメなどは、直接アワビ、サザエ、ウエの餌になります。アワビが 1

キログラム増えるためには、アラメなら15キ ログラムも食べなければなりません。そこでア

ワビを増やすために、藻場造成が各地で行われています。

海草。藻の落葉や本古葉は、漂流して海底のくはみや流れのゆるいところに溜まります。これ

を「寄り藻」といい、アワビなどのよい餌になります。寄 り藻は、バクテリアなどの作用を

受けて分解し、もとの無機物に還っていきます。枯葉などが分解途中のものはデ トリタスと

呼ばれ、底生小動物の餌になり、さらにそれを有用魚介類が食べて育ちます。

流れ藻 Iま卵・稚魚のすみか

流れ藻になるのは、ホンダワラ類が多く、主に、春先から夏の成熟期に多くみられます。

潮のまにまに漂って、 1日 10キ ロメー トルぐらいの速さで動きます。

流れ藻の寿命は、大平洋側では荒波にもまれるため 1～ 2週間くらいですが、日本海側で

はおよそ2ヵ 月にも及び、北九州の岩礁からちぎれてできた流れ藻が秋田沖までとどくこと

もあります。

卵・稚魚が流れ藻につく魚類は100種以上も知られていますが、中でもワ |り の稚魚であるモ

ジャコがよく知られています。まき網やたもですくって、ブリ養殖の種苗に利用されます。
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藻場の利用 藻場は生きもの

アワビ、サザエ、ウエなどは、                                   藻場がある浅い海は、工場、発電所、港湾、      引424344]霊F♂ 48
藻場が直接漁場になります。                                   空港の建設などさまざまな産業活動の場として

しかし、素もぐりやかぎとりで                                 も利用されています。例えば、瀬戸内海の藻場

漁獲されますので藻場を傷めるこ                                 は、埋め立ての進行に伴って少なくなり、アマ

            ′′埋立て面積 15翌とはありません。また、資源の保
て
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北海道の野付湾のアマモ場では、                                                                            51
は うた せ あみ                                                                                                                                                                                               ル

明治時代から帆打瀬網によるホッ                                                                       V
カイエビ漁が行われていて、今でも

道東地方の風物誌になっています。
昭和40年    昭和46年   昭和51～ 52年
瀬戸内海の埋立てと藻場の消長

(資料 :南西海区水産研究所 )

モ場は昭和40年から46年 までのわずか 6年間でおよそ半減 したといわれています。

埋め立てのほかにも、海水の濁りで光量が不足したり泥が葉面を被覆すると、草や藻が弱

り、藻場が消えていきます。藻場は生きているのです。

5,73ミ リメートル

きれいな海水

葉長       3.07ミ リメーメル

|.54ミ リメートル

種糸をまきつけ

た枠 (5× 5セ
ンチメー トル )

実験開始 ―一―一→ 0日 後 ―一―――→ 20日 後

濁った海水 |リ ットル中
|′ 000分の50グラム

葉長
|.54ミ リメートリレ

濁つた海水中ではカジメの幼芽は育ちが悪 く枯れるものが多 くなります。

(資料 :徳島県水産試験場)



藻場の保全Iま漁場の保全

保護水面の設定

藻場は、水産資源を保護培養するのに大変重要な役割を果 していますので、

国でも地方自治体でも、その維持・増大のために

さまざまな努力をしています。

例えば、水産資源保護法に基づ く藻場保護水面が

全国34ヵ 所 (総面積 約1,669ヘ クタール )

に設けられています。

これらの保護水面では、

水産動植物の採捕が制限

または禁止されており、

埋め立てや浚渫などの

工事も厳 しく

制限されて

います。

藻場造成

藻場造成には、大別すると、魚

介類の産卵や生育場づ くりを目的

とする「生活圏藻場」の造成と、

アワビなどの餌を増やすことを目

的とする「餌料藻場」の造成とが

あります。

瀬戸内海では、コンクリートブ

ロックを種糸または母藻と一緒に

海底に沈めてガラモ場を造成して

います。造成 した藻場は、そのま

までも魚介類のすみかになります

が、種苗放流と組合わせるともっ

と効果的に魚介類の増産を図るこ

とができます。

東北地方では、アワビ、ウエの餌として、コンブによるケルプ場を延縄式施設で造成して

います。この施設は、コンブが幼芽のうちは海の中層で育ち、大きく成長すると重みで自然

に海底に沈み、アヮビ、ウニに食べられるように工夫されています。食べ残 しのコンブから

は胞子がでて、翌春は付近の海底 一面にコンブが生えてきます。

餌料藻場 (ケルプ場 )の造成

♂
藻場保護水面が設けられて

いるところ

(資料 :水産庁 昭和61年現在 )

田原町地先

藻場保獣 面
ここiき 、水産資源

保護法の規定ほ」Iり

藻場保護水面に指定

標まと横訳翼F  県

アワ ビ



毎の緑をいつまでも

山には森林、野には草木、海には草

や藻があってこそ、自然は豊かだとい

えるのです。

山野の緑が動物達にすみかを、人の

′しヽに安らぎをもたらすように、海の緑

は豊かな魚介類を育てます。

藻場は魚介類のメ、るさとなのです。

海の緑をいつまでも、

海の恵みをいつまでも、

それが私達の願いです。
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